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人間は、過去の記憶を抱えながら生きている。過去の出来事と関連させて、現在の状況を把握する。

誰でも、過去には、楽しかったよい思い出や、思い出したくないみじめな体験の記憶を持っているも

のだろう。 

 

中高齢になれば、これまでの経験が積み上がり、記憶の量が増大する。若い頃と比較して脳機能が

やや低下することもあって、過去の記憶を思い出すのに一苦労ということにもなる。 

 

疫学などで、面接によるヒアリング調査やアンケート調査で、回答者に過去の経験を思い出しても

らう際には、記憶を思い起こすことに伴うバイアス ― 「想起バイアス」に注意しなくてはならない

という。今回は、この想起バイアスについて、見ていこう。 

 

◇ 想起バイアスとは 

 

まず、想起バイアスとはどういうものか。これは、記憶が特定の情報や出来事に偏って想起される

傾向を指す。特に、疫学で問題になることがある。具体事例として、米ハーバード大学の研究者が 1993

年に公表した乳がんと食事に関する有名な疫学研究をみてみよう。 

 

[研究の概要] 

乳がん診断前後の食事アンケートを用いて、脂肪摂取量と乳がんリスクとの関連を検討した。乳が

んの診断を受けた女性の群団と、年齢を揃えた乳がんの診断を受けていない女性の集団を特定して、

それぞれの集団に対して、過去の食習慣について尋ねた。その結果、乳がんの女性は、高脂肪の食事

を摂取している可能性が高いとの信頼に足る傾向が示された。 

 

実は、乳がんの診断を受けた人は、その診断を受ける以前にも、食事に関する調査に回答していた。
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それを見ると、乳がんの診断を受ける前は、高脂肪の食事を摂取したとの回答はそれほど多くなかっ

た。乳がんの診断を受けたことを機に、過去に摂取した食事の記憶が変化したことになる。このよう

な変化は、乳がんの診断を受けていない集団には見られないものであった。 

 

乳がんの診断を受けた人は、高脂肪の食事が病気の素因である可能性が高いと判断し、無意識のう

ちに高脂肪の食事を摂ったことを思い出していた。つまり、自分の記憶の中に原因を探し、その原因

を記憶の中に呼び出していたことになる。 

 

この事例のように、過去の記憶の想起は、現在の状況の影響を受けて変化する可能性がある。これ

が、想起バイアスに注意が必要とされる理由となる。 

 

◇ 特に、横断研究で想起バイアスへの注意が必要 

 

想起バイアスは、疫学研究のうち、特に横断研究で注意が必要とされる。横断研究は、測定を一時

点で行い、経過を追う期間がないタイプの研究だ。大規模に、ある疾病の有病率を調査する場合など

に適しているとされる。 

 

これに対して、研究対象の集団を一定期間に渡って調査することで、疾病の原因などを調査するタ

イプの研究もよく行われる。これは、縦断研究と言われており、少数の研究対象から何回もデータを

収集するようなタイプの研究となる。 

 

縦断研究の中には、現時点で罹患の原因があるかないかによって研究対象の集団を分類して、その

集団の罹患の有無を追跡調査する前向き研究。これとは逆に、現時点で研究対象の集団を罹患の有無

によって分類し、そのうえで、過去にさかのぼって罹患の原因の有無を追跡調査する後ろ向き研究、

などいくつかの研究方法がある。ただ、いずれも一定期間に渡って調査する点は共通している。 

 

話を戻すと、横断研究では、測定やヒアリングなどのデータ収集は一時点で行われる。先ほどの乳

がんと食事に関する研究の例で言えば、過去の食事については原則として回答者の記憶に頼ることに

なる。つまり、想起バイアスが混入する可能性が高くなる。 

 

なお、横断研究では、想起バイアスの混入を含めて、各種要因との相関関係を見ることはできても、

因果関係を示すことが困難な場合が多い。そうした研究手法が持つ限界を踏まえておく必要があるか

もしれない。 

 

◇ 想起バイアスを軽減するには 

 

想起バイアスは、「思い出しバイアス」とも言われる。一般に、単に「昔のことを思い出してくださ
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い」と求めても、細かいことを正確に思い出せるという人はあまりいないだろう。 

 

ところが、子どものときに長期間病気にかかっていた人は、つらかった記憶や苦しかった思い出が

鮮明に思い起こされるかもしれない。そうなると、回答内容はつらく苦しい内容に歪んでしまう可能

性がある。 

 

それでは、想起バイアスを軽減するには、どうしたらよいだろうか?  

 

1つの方策として、「ウォッシュアウト(洗い流し)期間」を設けることが考えられる。これは、回答

者がある出来事を思い出してから、一定の時間を空けて、再度同じ出来事を思い出してもらう方法だ。

こうすることで、回答者に思い出した内容を整理してもらい、冷静に回答してもらうことができる。 

 

また、そもそも回答者の記憶に頼るのではなく、医療施設に残っている診療記録を利用するという

方策もあり得る。回答者の日記など、記憶以外の媒体を利用することも考えられる。ただし、何十年

も昔の出来事となると、記録が残っているかどうかという別の問題が出てくるかもしれない。 

 

◇ 想起バイアスはビジネスシーンでも起こりうる 

 

疫学を中心に、想起バイアスについてみてきた。実は、このバイアスは、一般の仕事の中でも起こ

りかねない。想起バイアスが、仕事のミスを引き起こすことがある。これには、過信のパターンと、

恐怖のパターンがある。 

 

過信のパターンは、過去の成功体験に基づいて仕事の判断を行うときに起こりやすい。仕事で、う

まくいった事例はよい思い出として記憶に残りやすい。ところが、同じことを行っても、事業環境や

条件が変化していて、前のようにうまくいかないというケースがよく見られる。 

 

一方、恐怖のパターンは、過去の失敗体験に基づく。重い病気にかかった場合と同様、過去の仕事

の失敗は、つらく苦しい記憶として残りやすい。そのため、「二度と同じ目には遭わないように」との

強い思いから、過度な回避行動をとりやすくなる。その結果、ビジネスチャンスを逃してしまうこと

も起こりうる。 

 

人間は、過去の記憶を捨て去ることはできない。記憶をうまく生かし、他の記録とあわせて総合的

に判断できるようになれば、何事も良い方向に進むと思われるが、現実はそう簡単ではないかもしれ

ない。 

 

少なくとも、「想起バイアスにとらわれてはいないだろうか」と、冷静にわが身を振り返ることはで

きる。過去の記憶は、冷静に思い起こしてみる(＝洗い流してみる)。これも一つの方策かもしれない。 
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